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子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
の
実
現
を
目
指
し
て

会
津
教
育
事
務
所

　
　
所
長
星

克
　
一

　
　
一
追
い
詰
め
ら
れ
て
も
平
常
心
で

い
ら
れ
る
ご
「
ミ
ス
な
く
で
き
な
け

れ
ば
九
輪
で
も
で
き
な
い
。
五
輪
で

や
っ
て
い
る
自
分
を
自
然
と
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
・
ら
で
ぎ
て
い
た
。
Ｔ
」
れ

は
力
千
体
操
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
暉
で
二
位
に

’
入
り
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ヽ
不
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
に
決
ま
っ
た
加
藤
凌

平
選
手
と
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
入
会

・
ぺ
連
覇
を
達
成
し
た
内
村
航
平
選
手

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
で
あ
る
。

加
藤
選
手
は
最
終
種
目
の
鉄
棒
で
練

習
で
も
な
か
な
か
山
号
な
い
得
点
を

出
さ
な
い
と
、
田
中
佐
典
選
ｆ
ｒ
に
逆

転
さ
れ
る
と
い
う
非
常
に
緊
張
す
る

中
だ
っ
た
が
、
着
地
を
訟
め
て
完
璧

な
演
技
を
し
、
昆
平
に
目
標
と
し
た

点
数
を
た
た
き
出
し
た
。
こ
の
強
さ

は
一
体
ど
こ
か
ら
牛
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
代
表
に
決
定
し
て

い
る
内
村
迪
子
は
、
財
界
の
頂
点
を

経
験
し
た
こ
と
が
ゆ
る
ど
な
い
自
信

と
な
っ
て
演
技
や
言
葉
に
結
び
付
い

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

で
は
、
試
合
や
口
々
の
厳
し
い
練
習

で
の
自
分
と
の
戦
い
を
通
し
て
、
夢

や
□
標
に
近
づ
い
て
い
く
実
感
を
持

つ
こ
と
が
、
競
技
者
自
身
を
成
長
さ

廿
で
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
、
ｊ
ど
も
た
ち
・
の
夢

や
希
や
の
実
現
を
目
指
す
学
校
教
育

北会津支会
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で
考
え
る
と
、
共
通
点
が
多
い
こ
と

に
気
付
く
。
何
と
い
っ
て
も
大
切
な

の
は
、
動
機
付
け
で
あ
る
。
目
標
を

明
確
に
持
た
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
達
成
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
高
ま

り
、
自
ら
行
動
に
移
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
過
程
で
の
適
切
な
か
か
わ
り
。

支
援
を
求
め
て
い
る
の
か
ど
う
か
も

勁
め
て
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の

よ
う
な
支
援
を
ナ
る
の
か
。
十
分
な

観
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
相
互
評
価
す

る
機
会
の
設
定
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

新
た
な
こ
と
に
気
づ
き
、
白
‥
分
の
中

に
取
り
入
れ
た
り
、
自
分
の
考
え
や

方
法
に
自
信
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
当
た
り
前
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、

ｒ
ど
も
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
日
々
の

活
動
の
中
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
い
か

に
意
識
し
て
意
図
的
に
実
践
し
て
い

く
か
が
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望

の
実
現
に
結
び
付
い
て
い
く
と
考
え

る
。
各
学
校
で
の
計
画
的
な
実
践
を

期
待
し
た
い
。

｜

平
成
二
十
八
年
度
　
管
理
関
係
　
重
点
事
項

　
教
育
委
員
会
・
学
校
と
の
‐
‐
‐
‐

運
携
に
よ
る
人
事
管
理
の
適
．

正
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

○
学
校
組
織
の
充
実
・
活

　
性
化
に
よ
る
各
学
校
の

　
教
育
活
動
の
充
実

○
震
災
後
の
復
興
、
特
色
あ
る
・

　
学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
る
教
‐
‐
‐

　
職
員
組
織
の
充
実
・
強
化
を
’

　
図
る
人
事
管
理
や
人
事
事
務
‐
‐
‐

　
の
適
正
化
に
努
め
る
。

○
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
等
で
・

　
確
実
な
成
果
を
卜
げ
ら
れ
る
Ｉ

二
　
学
校
事
故
、
不
祥
事
等
の

　
未
然
防
止

　
よ
う
に
、
少
人
数
教
育
に
よ

　
る
人
事
配
置
を
生
か
し
た
取

　
組
の
工
夫
を
支
援
す
る
。

○
教
職
員
の
意
欲
や
資
質
、
指

　
導
力
の
一
階
の
向
に
の
た
め

　
に
、
教
職
員
人
事
評
価
の
効

　
果
的
な
実
施
を
支
援
す
る
。

○
教
職
員
の
勤
務
の
適
正
化
と

　
負
担
軽
減
を
は
か
る
と
と
も

　
に
、
学
校
事
務
の
共
同
連
携

　
の
推
進
と
成
果
の
啓
発
に
努

　
め
る
。

○
教
職
員
の
心
身
の
健
康
保
持

　
の
た
め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
ケ
ア
を
推
進
す
る
。

○
教
職
員
の
厳
正
な
服
務
・

　
勤
務
の
確
立

○
教
職
員
一
人
一
人
の
危

　
機
管
理
意
識
の
高
揚

○
各
学
佼
に
お
け
る
左
記
の
取

　
組
を
支
援
す
る
。

・
教
職
員
の
使
命
感
や
倫
理

　
観
の
高
揚
に
つ
な
が
る
研

　
修
の
充
実

・
効
果
的
な
校
内
服
務
倫
理

　
委
員
会
や
通
知
の
活
用
等

　
に
つ
い
て
の
周
知

・
防
火
診
断
の
確
実
な
実
施

　
と
改
善

・
学
校
施
設
・
設
備
等
の
安

　
全
管
理
の
徹
底

※
学
校
全
体
と
し
て
具
体
的
な

　
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
、

　
学
校
事
故
や
不
祥
事
等
の
末

　
然
防
止
に
つ
な
が
る
だ
げ
で

　
な
く
、
日
々
の
教
育
活
動
の

　
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

｜
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　【萬点１】子どもたちの豊かな心をはぐIくみます

mr子どもがふみだす　ふくしま復興体験応援事業」

　ア　テーマ１「避難者へ元気を目」小学生以下対象

　ィ　テーマ２「一人一人が復興大便！ﾄj中学生対象

　ウ　テーマ３「起業体験、ふくしまを発信！！」高校生対

　　象

関『ふくしまの未来をひらく読書のカ　プロジェクト』

　ア　読書活動支援者育成事業

　　○　地区別研修会（会津域内において２回開催）

　ィ　子どもの読書活動推進ネットワークフォーラム（９月

　　　郡山市）

　ウ　情報発信プ［］ジェクト（高校生によるピブリオバトル）

　工　乳幼児晰における読書活動推進事業

　　○　猪苗代町、西会津町、金山町（３町で実施）

　【重点２】地域全体で子どもたちを教え商てる取組を支援し

ます
一
山「子どもの学習支援による地域再生事業」

　ア　放課後支援事業（１０市町村で実施）

　　○　会津若松市、猪苗代町、喜多方市、西会津町、会津

　　　坂下町､濡川村､柳津町､会津美里町､三島町､金山町

　ィ　学校支援事業（５市町村で実施）

　　○　会津若松市、北塩原村、西会津町、柳津町、三島町

（2）『学校・家庭・地域連携サポート事業』

　ア　学校支援実践研修会（北塩原村で実施予定）

　ィ　放課後子ども教室研修会（遣の訳あいづ湯川・会津坂

　　　下　７月28日（木））
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③地域間の連携・協働による取組

　【重点３】家庭における教育を支援します

円『地域でつながる家庭教育応援事業』

　ア「家庭教育応援プロジヱクト」

　　○　地域家庭教育推進会津地区ブロック会議｛6月・1月｝

　　　地域の課題について、郡市ＰＴＡと連携しながら家庭

　　における実践につなげる。

　　○　親子の学び応援講座

　　　モデルＰＴＡを設置し、親の学び・家庭での実践活動、

　　を支援する。（会津美里町で実施予定）

　　○　家庭教育応援企業推進活動　　　　　　　　　　　　
｜

　　　家庭教育の推進に取り組む企業を募集し、企業と連携

　　し、地域の家庭教育を推進する。　　　　　　　　　　　
｜

　　○　フォローアップ研修（会津域内で１回開催）　　　｜

　イ「家庭教育応援り一ダー育成事業ｊ　　　　　　　　　　ｌ

　　Ｏ　家庭教育支援者全県研修（７月郡山市で実施予定ド

②『ふくしまを十七宇で奏でよう絆ふれあい支援事業J　　I

　　子どIもと大人あるいは子ども『司士のペアで、自然・社会ｉ

　体験活動などの共通体験を通して、お互いが感じた思いや

　願い等を作品にする。（応募期間y7～9月）　　　　　　　、

　【重点４】自然に親しみ自然を尊重する心をはぐくみます

円『ふくしまっ子自然体験・交流活動支援事業J

　ア　社会教育団体自然体験活動支援事業

　イ　ふくしまっ子体験活動応援補助事業

㎜ＩＩ㎜ｉ

㎜JI㎜II㎜11㎜申●-II㎜II㎜｢●㎜II㎜●●-I･㎜II㎜II㎜111●I㎜II㎜I･㎜●･㎜I㎜●I皿●t-I
……-‥‥‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀●■･I.●._I.j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..●･.--.-●-J-J-』･織忿年度の指導関係め廬蒼ﾌ霞罷　　　｜

　今年度は、『躍動！「チームふくしま」』の推進テーマの下、

以下の４項目を最重点項目としで幼小中高等学校を支援しま

す。詳しくは、F会津教育事務所　経営・運営ビジョン」（教

育事務所ＨＰにも掲載）をご覧ください。

１　子どもたちの豊かなこころの育成

　○　道徳教育全体計画別葉等を活用した道徳軟膏の充実

　　り|」葉の積極的な活用に向けた具体的な指導

　　・『道徳の教科化』へ転換を図る指導助言

　　－「私たちの道徳」や県資料集（２月に学級数分配付済

　　　み）を活用した授業の促進

　○　自己肯定感・自己有用感を高める学級・学習集団づく

　　りの推進

　　・生徒指導の機能を生かした集団づくりの充実に向けた

　　　指導助言

　○　不登校防止や減少に向けた組織的な取組等の推進（目

　　標：不登校児童・生徒数前年度比10％減）

　　・相談・支援体制の整備と学校訪同等による支援

　　　を生かした授業や研究会の工夫

　○　「確かな学力ごの向上を図る基盤づくリ（学習習慣・

　　生活習慣の確立）

　　・学習習慣や生活習慣の確立への指導助言

　　・授業と家庭学習のサイクル確立への指導助言

３　子どもたちの健やかな体の育成

　○　『体力向上』や『運動の習慣化』を図る授業や体育的

　　活動の充実

　　・「体力向上推進計画」に基づく体力向上策の共通実践

　　　に向けた指導

　　・ねらいを明確にした体育・保健体育の授業の推進

　○　「体力向上･肥満防止」リーフレットに基づく食育の

　　充実

　　・「体力向上･肥満防止」及び各校の食育全体計画に基

　　づく食育の共通実践に向けた指導

　○　「自分手帳」を活用した健康教育の推進

　　・肥満防止や減少に向けた組織的な取組の推進

２　子どもたちの生き抜く力を支える「確かな学力」の育成　　４「地域で共に学び、共に生さる教育」の推進

　　　　　－　　　･一一　　　　　　　　－　　　　　一一　一一一･　一一　　　　　　　　　　　一一　○　「確かな学力」の向上を図る継続的な検証改善サイク　　○　全職員の連携・協働による組織的な校内支援体制の充

　ルの確立

　・ＰＤＣＡサイクルを明確にした学力向上グランドデザ

　　インの全職員の共通理解

　・共通実践事項を明確にした組織的な取組

○　「確かな学力」の向上を図る授業づくり

　一問題解決的な学習を中軸とした授業実践の指導助言

　・『わかる・できる授業』実践の具体的な方策の指導助

　　言とＨＰ掲載

　・言語活動の充実を図るための具体的な方策の指導助言

　　とＨＰ掲載

　　・コアティーチャー等を活用した授業研究会や学力調査

　実

　・一言性・系統性のある支援体卿｣づくりに向けた指

　　　－　　　一　　　一　　　Ｓ

○　一人一人のニーズに応じた指導の充実

導助

　　・教員の相談技能の向上、ケース会議や発遠隔がいに

　　関する校内研修等への支援（数詞の専門性や指導カ白

　　上を図る支援）

○　家庭・地域及び関係機開との連携強化

上を図る支援）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

家庭・地域及び関係機関との連携強化　　　　　　　　：

・ｓｃやｓｓｗとの積極的な連携、関係機関や特別支援｜

　学校のセンター的機能の積極的な活用の推進に向けた｜

　指導助言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
､..＿..＿..＿..＿..＿..＿..＿..＿..＿..＿..＿.＿..＿..J
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　東日本大店災発生からすでに

５年以[この歳月が過ぎ、復興・

耶ﾛは遅々とした歩罰ではありますが、少しずつ

進展している感が見られるようになってきました。

しかしながら多くの避難者の皆様をはじめ被災県

民は先行きに大きな不安を抱き、まだまだ安定し

た生活は程逍いかと思います。

　そのような中、平成28年４月に発生した熊本地

哀は、甚大な被害をもたらし、多くの皆様が避難

を余儀なくされました。ニュース報道等を見るに

つけ東日本大震災と重複し、大変悲しく、自然の

莫大なエネルギーは、人間の及びっかないもので

あると恍感させられましたレ｢こくなられた方への

哀悼の意を表するとともに、被災した皆様の一咳|｣

も早い復旧を願うものです。

Ｗゝｙ

会津若松市教育委員会教育長

　　　　　　　　本田　　樹

　こんな括を伺いました。《お城は、大きな地震

が発生すると、屋根瓦が崩れ落ちるよう作られお

り、瓦の重みで城そのものが崩壊するのを防ぐよ

う設計されている》ということでした。

　熊木城も屋摂氏が大きく崩れ落ち、石垣も崩れ

てしまいましたが、天守は崩壊を踏みとどまって

いました。先人の危機管理への工夫です。

　では、現代の私たちはどうでしょう。のど九過

ぎれば何とやらで、つい危機意識も訪れているの

ではないでしょうか。もう一度、家庭では何をし

ておくか、学校では何をしておくか、行政は何を

しておくか●　●　●Ｑ

　　「災害に対して、備えは万全です｡」とごえる

よう「危機管理」を再考しなければならないと痛

感するとともに、災害ばかりではなく多くの危機

を想定し、抽出を集結していかなければならない　万

と感じるこの頃です。
　　　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　Ｑ

ゝｙＷＷゝｅ心い｡へyhttp://www.‾j
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｢本物｣や｢一流｣との出会いを

　　　　　楽しむ｢やどかりクラブ｣

　北塩原村公民館では平成2朗=E度から村民を対象

としたFやどかりクラブ］を企画し、村民自らが

考え、学ぼうとする機会を作り、村にない「本物｜

や「一流」との出会いを楽しみながら、村民同士

の交流を深めることを目的に実施しています。

　第１弥は4 /21 （木）に福島県立美術郎にて開

催されている「フェルメールとレンブラント展」

による１７世紀オランダ黄金時代に描かれた桧山

を見学し、I西洋絵画の奥深さを実感しました。

また、花見山では春の植物の中を散策し、春の香

りを満喫するとともに、住民同|:の交流を楽しん

でいました。

　今後も随時、企画していきたいと思います。
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北塩原村教育委員会

　　　　　　　『事業の趣旨』

①旅費は無料。但し、食事代・入館料・観劇

　料などは個人負担です。

②遠足（おさんば・小旅行）を楽しみます。

③本物や一流との出会いを楽しみます。

④おいしいものを食べてきます。

⑤都合のいいとさだけ、元気に参加します。

⑥みんなとワイワイガヤガヤを楽しみます。　ヨ
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